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フ
ラ
ン
ス
憲
法
院
は
、
憲
法
裁
判
所
や
そ
の
他
の
最
高
裁
判
所
と

同
じ
く
、
一
見
す
る
と
裁
判
機
関
の
よ
う
に
み
え
る
た
め
、
本
稿
の

タ
イ
ト
ル
は
、
疑
問
符
を
つ
け
て
も
な
お
挑
発
的
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
、
裁
判
機
関
が
判
例
政
策
を
行
っ
て
い
る
と
認
め
る
こ
と
は
驚
く

べ
き
こ
と
で
は
な
く
、
さ
ら
に
、
憲
法
院
と
い
う
機
関
そ
の
も
の
を

政
治
的
機
関
と
評
価
す
る
こ
と
は
、
な
お
一
層
型
破
り
な
こ
と
で
は

な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
、〔
本
稿
の
タ
イ
ト
ル
の
―
―
以
下
〔　

〕

内
は
訳
者
に
よ
る
補
足
〕
問
い
は
だ
れ
も
が
知
っ
て
い
る
議
論
で
あ

る
。
と
い
う
の
も
、「
評
議
院
（Conseil

）」
と
い
う
修
飾
語
が
示

し
て
い
る
よ
う
に
、
早
く
も
一
九
五
八
年
以
来
、
憲
法
院
の
政
治
的

性
格
は
当
然
視
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
名
称
に
よ
っ
て
、

一
方
で
、「
法
院
（Cour

）」
や
「
裁
判
所
（T

ribunal

）」
と
い
う

用
語
を
避
け
、
他
方
で
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
―
―
す
な
わ
ち
、
一

七
九
九
年
に
政
府
の
諮
問
機
関
と
し
て
設
置
さ
れ
、
後
に
行
政
裁
判

機
構
に
お
け
る
最
高
裁
判
所
を
兼
ね
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
経
緯

に
鑑
み
て
、
評
議
院
（Conseil

）
の
名
を
冠
す
に
ふ
さ
わ
し
い
機

関
―
―
に
並
ぶ
機
関
と
し
て
憲
法
院
を
設
立
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

お
そ
ら
く
、「
憲
法
院
」
と
い
う
表
現
は
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
法
律

の
憲
法
適
合
性
審
査
の
痕
跡
を
示
し
て
い
る
。
周
知
の
と
お
り
、
総

統
政
府
下
、
第
一
帝
政
下
お
よ
び
第
二
帝
政
下
に
お
い
て
は
、
元
老

院
が
法
律
の
憲
法
適
合
性
審
査
を
担
っ
て
お
り
、
こ
こ
に
、
法
律
の

憲
法
適
合
性
審
査
制
度
の
試
み
が
み
ら
れ
た
。
よ
り
時
代
が
下
が
る

と
、〔
第
四
共
和
政
下
の
〕
一
九
四
六
年
憲
法
に
よ
り
憲
法
委
員
会

が
設
置
さ
れ
た
が
、
そ
の
組
織
構
成
だ
け
を
と
っ
て
も
、
大
統
領
と

両
院
議
長
が
裁
判
官
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
（
同
憲
法
第
九
一

ジ
ュ
リ
ア
ン
・
ブ
ド
ン

河　

嶋　

春　

菜
／
訳

連
続
講
演　

現
代
フ
ラ
ン
ス
憲
法
の
課
題
―
―
憲
法
裁
判
・
憲
法
改
正
・
表
現
の
自
由
の
限
界
―
―

憲
法
院
は
政
治
的
機
関
か
？

資 料
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条
）、
そ
れ
が
政
治
的
機
関
で
あ
っ
た
こ
と
に
議
論
の
余
地
は
な
い
。

た
だ
し
、
他
の
構
成
員
に
つ
い
て
は
、
国
民
議
会
が
七
名
を
、
共
和

国
評
議
会
〔
元
老
院
の
別
称
〕
が
三
名
を
、「
自
ら
の
議
院
に
所
属

す
る
議
員
で
は
な
い
者
か
ら
」
選
出
す
べ
き
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い

た
。
こ
の
規
定
は
、
現
行
の
一
九
五
八
年
憲
法
で
は
維
持
さ
れ
ず
、

本
稿
で
後
に
み
る
よ
う
に
、
憲
法
院
に
着
任
す
る
多
く
の
構
成
員
が

現
役
の
国
民
議
会
議
員
と
元
老
院
議
員
で
あ
る
。

　
「
政
治
的
」
と
い
う
用
語
は
、
さ
し
あ
た
り
、
と
く
に
憲
法
院
の

組
織
構
成
、
す
な
わ
ち
、
憲
法
院
構
成
員
〔m

em
bres

、
た
だ
し
、

「
裁
判
官
」
と
訳
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。〕
の
任
命
と
法
的
資
格
に
関

係
す
る
も
の
と
し
て
使
用
し
て
い
る
。
し
か
し
、〔
論
点
は
〕
そ
れ

だ
け
で
は
な
く
、
こ
の
問
い
は
、
選
挙
で
選
ば
れ
た
政
治
機
関
〔
で

あ
る
議
会
〕
が
欲
し
て
制
定
し
た
法
律
を
停
止
し
た
り
無
効
化
し
た

り
す
る
権
限
を
有
す
る
〔
憲
法
院
な
る
〕
組
織
に
と
っ
て
、
こ
の
上

級
裁
判
機
関
の
判
決
の
政
治
的
性
質
を
研
究
す
る
こ
と
も
ま
た
、
多

大
な
困
難
が
伴
う
と
は
い
え
、
不
可
避
で
あ
ろ
う
。
憲
法
裁
判
機
関

が
、
ハ
ン
ス
・
ケ
ル
ゼ
ン
が
い
う
と
こ
ろ
の
「
共
同
立
法
者
（co-

législateur

）」
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
判
決
の
政
治
的
性
格
を
語

る
こ
と
は
タ
ブ
ー
で
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
憲
法
院
は
、

立
法
へ
の
介
入
の
政
治
的
射
程
を
カ
ム
フ
ラ
ー
ジ
ュ
す
る
こ
と
に
関

心
を
傾
け
る
こ
と
が
多
く
、〔
判
決
の
政
治
的
性
格
に
関
す
る
〕

し
っ
か
り
し
た
考
察
を
行
う
た
め
に
は
判
例
の
丹
念
な
検
討
が
必
要

で
あ
る
た
め
、
議
論
を
進
展
さ
せ
る
の
は
非
常
に
難
し
い
の
で
あ
る
。

　

本
稿
は
、
あ
り
き
た
り
で
は
あ
る
が
、〔
フ
ラ
ン
ス
の
論
述
方
式

に
従
っ
て
〕
二
部
構
成
を
と
り
、
憲
法
院
の
政
治
的
組
織
構
成

（
Ⅰ
）
と
憲
法
院
の
政
治
的
判
決
（
Ⅱ
）
に
つ
い
て
論
ず
る
。

Ⅰ　

憲
法
院
の
政
治
的
組
織
構
成

　

本
章
で
は
、
本
稿
の
テ
ー
マ
に
関
し
て
、
理
解
し
や
す
い
一
方
で

あ
ま
り
関
心
を
惹
か
な
い
で
あ
ろ
う
組
織
構
成
の
側
面
を
考
察
す
る
。

結
論
を
先
取
り
し
て
い
え
ば
、
フ
ラ
ン
ス
憲
法
院
が
特
徴
的
で
あ
る

理
由
は
、
憲
法
院
の
構
成
員
が
政
治
機
関
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
る
こ

と
で
は
な
く
、
そ
の
多
く
が
政
治
的
キ
ャ
リ
ア
を
積
ん
で
き
た
こ
と

で
あ
る
。

1　

政
治
機
関
に
よ
る
任
命

　

憲
法
院
構
成
員
の
任
命
に
フ
ラ
ン
ス
の
独
自
性
は
全
く
な
い
。
あ

ら
ゆ
る
国
、
そ
う
で
な
く
て
も
殆
ど
の
国
に
お
い
て
、
憲
法
裁
判
機

関
の
裁
判
官
は
、
執
行
府
で
あ
れ
代
表
制
議
会
で
あ
れ
、
あ
る
い
は

そ
れ
ら
の
機
関
が
共
同
し
て
で
あ
れ
、
政
治
機
関
に
よ
っ
て
任
命
さ

れ
て
い
る
。
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
連
邦
議
会
と
連
邦
参
議
院
が
任



憲法院は政治的機関か？

79

命
権
限
を
も
つ
（
基
本
法
第
九
四
条
）。
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
い

て
は
、
大
統
領
が
提
案
し
、
上
院
が
承
認
す
る
（
合
衆
国
憲
法
第
Ⅱ

条
第
二
項
）。
日
本
で
は
、
最
高
裁
判
所
の
裁
判
官
は
、
内
閣
が
任

命
す
る
が
、
一
〇
年
毎
に
国
民
審
査
に
付
さ
れ
る
と
い
う
留
保
が
つ

く
（
日
本
国
憲
法
第
七
九
条
）。
こ
の
日
本
の
制
度
は
注
目
に
値
す

る
が
、
同
じ
く
ス
ペ
イ
ン
（
ス
ペ
イ
ン
一
九
七
八
年
憲
法
第
一
五
九

条
）
と
イ
タ
リ
ア
（
イ
タ
リ
ア
共
和
国
憲
法
第
一
三
五
条
）
が
選
ん

だ
制
度
も
ま
た
、
憲
法
裁
判
官
の
一
部
―
―
イ
タ
リ
ア
で
は
三
分
の

一
で
あ
る
―
―
が
最
高
位
の
通
常
裁
判
所
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
る
点

で
興
味
深
い
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
憲
法
第
五
六
条
に
従
っ
て
、
憲
法

院
は
九
名
の
「
通
常
」
構
成
員
〔
一
般
に
、「
通
常
裁
判
官
」
と
訳

さ
れ
る
。〕
か
ら
成
り
、
そ
の
う
ち
三
名
が
大
統
領
に
よ
っ
て
、
三

名
が
国
民
議
会
議
長
に
よ
っ
て
、
そ
し
て
三
名
が
元
老
院
議
長
に

よ
っ
て
任
命
さ
れ
る
。

　

二
点
指
摘
す
る
。
第
一
に
、
こ
の
任
命
権
は
独
任
的
な
権
限
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
ド
イ
ツ
の
よ
う
に
議
会
全
体

で
任
命
す
る
の
で
は
な
く
、
各
機
関
の
長
が
単
独
で
任
命
す
る
。
無

論
、
二
〇
〇
八
年
七
月
二
八
日
の
憲
法
改
正
以
来
、
憲
法
第
一
三
条

第
五
項＊

＊

に
よ
っ
て
、
三
機
関
の
長
が
行
う
任
命
は
、
国
会
の
各
議
院

の
法
務
委
員
会
に
よ
る
審
査
に
服
す
る
。
た
だ
し
、
こ
の
審
査
は
見

せ
か
け
に
す
ぎ
な
い
。
法
務
委
員
会
が
任
命
を
阻
止
す
る
に
は
、

（
両
議
院
の
法
務
委
員
会
ま
た
は
い
ず
れ
か
の
議
院
の
法
務
委
員
会

に
お
い
て
）
反
対
票
の
合
計
が
五
分
の
三
に
達
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
任
命
の
提
案
が
、
大
統
領
か
ら
な
さ
れ
る
場
合
に
は
両
議
院
の

法
務
委
員
会
が
表
決
を
行
い
、
い
ず
れ
か
の
議
院
の
長
か
ら
な
さ
れ

る
場
合
に
は
い
ず
れ
か
の
議
院
の
法
務
委
員
会
の
表
決
で
足
り
る
と

い
う
こ
と
に
な
る
（
た
だ
し
、
否
定
票
が
五
分
の
三
の
多
数
を
要
す

る
の
か
、
単
純
多
数
で
足
る
の
か
は
曖
昧
で
あ
る
が
、
後
述
す
る
よ

う
に
、
二
〇
一
五
年
に
フ
ァ
ブ
リ
ス
・
ウ
ル
ケ
ビ
（Fabrice 

H
ourquebie

）
氏
が
任
命
の
投
票
に
か
け
ら
れ
た
際
、
否
定
票
が

五
分
の
三
の
多
数
に
達
し
任
命
が
否
決
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
委
員
会

準
備
作
業
に
お
い
て
も
か
よ
う
な
解
釈
が
と
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
）。
第
二
の
指
摘
は
、
首
相
は
の
け
者
に
さ
れ
て
い
る
と
い
う

点
で
あ
る
。
執
行
府
と
立
法
府
と
の
間
の
均
衡
を
と
る
た
め
に
も
、

首
相
に
も
三
名
の
憲
法
院
構
成
員
の
任
命
権
を
与
え
、
構
成
員
の
数

を
一
二
人
と
す
る
こ
と
も
突
飛
な
提
案
で
は
な
く
、
現
に
、
前
立
法

会
期
（
第
一
四
立
法
期
）
に
社
会
党
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
た
二
〇
一

三
年
五
月
一
七
日
の
憲
法
改
正
法
律
案
（
第
一
〇
四
四
号
）
が
か
よ

う
な
提
案
を
行
っ
て
い
る
。

　

先
述
の
通
り
、
憲
法
院
の
組
織
構
成
の
政
治
性
に
つ
い
て
、
フ
ラ

ン
ス
は
明
白
な
特
徴
を
有
す
る
と
は
言
え
な
い
た
め
、
こ
の
点
に
つ

い
て
、
こ
れ
以
上
敷
衍
し
て
論
ず
る
必
要
は
な
い
。
組
織
構
成
の
点
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で
特
徴
が
あ
る
の
は
む
し
ろ
、
日
本
や
ス
ペ
イ
ン
、
イ
タ
リ
ア
で
あ

る
と
思
わ
れ
る
。

2　

憲
法
院
構
成
員
の
政
治
的
キ
ャ
リ
ア

　

憲
法
院
構
成
員
の
政
治
的
キ
ャ
リ
ア
に
つ
い
て
論
ず
る
に
あ
た
り
、

ま
ず
も
っ
て
憲
法
第
五
六
条
第
二
項
を
取
り
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い＊
＊

。
本
規
定
は
、
退
任
し
た
大
統
領
が
、
法
上
当
然
の
、
か
つ
、
終

身
の
憲
法
院
構
成
員
〔
す
な
わ
ち
、
当
然
構
成
員
。
た
だ
し
、
一
般

に
「
当
然
裁
判
官
」
と
訳
さ
れ
る
。〕
で
あ
る
と
定
め
る
。
本
規
定

が
お
か
れ
た
理
由
に
立
ち
戻
る
こ
と
は
し
な
い
が
、
大
要
、
ド
・

ゴ
ー
ル
（Charles de Gaule

）
将
軍
が
、
そ
の
大
統
領
前
任
者
で

あ
っ
て
一
九
五
八
年
五
月
に
政
府
の
首
長
に
な
る
よ
う
取
り
計
ら
っ

て
く
れ
た
ル
ネ
・
コ
テ
ィ
（René Coty

）
に
謝
意
を
表
す
る
た
め

に
、
当
然
構
成
員
に
関
す
る
規
定
を
創
設
し
た
の
で
あ
る
。
二
〇
一

九
年
現
在
、
ヴ
ァ
レ
リ
ー
・
ジ
ス
カ
ー
ル
＝
デ
ス
タ
ン
（V

aléry 
Giscard dʼEstaing

）
が
〔
大
統
領
に
よ
る
法
律
の
審
署
前
に
行
わ

れ
る
事
前
の
憲
法
適
合
性
審
査
で
あ
る
〕
い
わ
ゆ
る
「
Ｄ
Ｃ
」
判
決

の
と
き
に
の
み
、
時
折
審
議
に
参
加
す
る
以
外
は
、
ど
の
元
大
統
領

も
憲
法
院
の
審
議
に
出
席
し
な
い
。
元
大
統
領
の
当
然
構
成
員
の
特

権
は
、
ニ
コ
ラ
・
サ
ル
コ
ジ
（N

icolas Sarcozy

）、
フ
ラ
ン
ソ

ワ
・
オ
ラ
ン
ド
（François H

olland

）
お
よ
び
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・

マ
ク
ロ
ン
（Em

m
anuel M

acron

）
と
続
け
て
三
代
の
大
統
領
が
、

現
段
階
で
は
実
現
し
て
い
な
い
と
は
い
え
、
廃
止
を
望
む
ほ
ど
に
継

続
的
な
批
判
の
的
に
な
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
憲
法
第
五
六

条
第
二
項
は
、
政
治
に
一
生
を
捧
げ
る
古
参
の
政
治
家
を
憲
法
院
に

招
い
て
お
り
、
憲
法
院
の
政
治
的
側
面
を
明
ら
か
に
強
化
し
て
い
る

と
い
う
点
で
興
味
深
い
。

　

強
調
す
る
こ
と
な
か
れ
。
元
大
統
領
の
審
議
へ
の
出
席
は
も
は
や

マ
ー
ジ
ナ
ル
な
問
題
に
な
っ
て
お
り
、
上
述
の
近
年
の
三
名
の
国
家

元
首
は
、〔
当
然
構
成
員
に
否
定
的
な
〕
自
ら
の
公
言
に
拘
束
さ
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
が
生
じ
る
。
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
オ

ラ
ン
ド
と
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
マ
ク
ロ
ン
は
、〔
当
然
構
成
員
に
関
す

る
〕
憲
法
第
五
六
条
第
二
項
の
改
正
法
案
を
発
案
し
て
お
い
て
、
自

ら
モ
ン
パ
ン
シ
エ
通
り
〔
に
あ
る
憲
法
院
〕
に
出
向
く
こ
と
が
で
き

る
だ
ろ
う
か
。
い
ま
や
当
然
構
成
員
は
審
理
に
出
席
し
な
い
と
い
う

慣
習
が
結
晶
化
し
た
と
は
い
え
な
い
か
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
現
在
の
議
論
の
中
心
は
九
名
の
通
常
構
成
員
の

職
業
上
の
資
格
で
あ
り
、
こ
の
点
に
お
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
特
徴
が

み
ら
れ
る
。
ド
イ
ツ
、
ア
メ
リ
カ
、
日
本
、
イ
タ
リ
ア
ま
た
は
ス
ペ

イ
ン
の
他
の
ど
の
国
に
お
い
て
も
、
憲
法
裁
判
官
に
は
、
判
事
、
弁

護
士
ま
た
は
法
学
教
授
が
含
ま
れ
る
。
イ
タ
リ
ア
（
憲
法
第
一
三
五

条
）
や
ス
ペ
イ
ン
（
憲
法
第
一
五
九
条
）
で
は
、
か
よ
う
な
資
格
要
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件
が
憲
法
そ
の
も
の
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
全
く
異
な
る
の
が
フ
ラ

ン
ス
で
あ
り
、
憲
法
院
に
お
い
て
は
、
通
常
構
成
員
に
限
っ
て
み
て

も
、
法
律
家
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
を
有
す
る
者
は
少
数
派
で
あ
る
。

こ
の
点
、
二
〇
一
九
年
の
任
命
は
茶
番
で
あ
っ
た
。
こ
の
年
に
憲
法

院
構
成
員
に
任
命
さ
れ
た
の
は
、
三
名
と
も
政
治
家
で
あ
っ
た
の
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
元
首
相
で
あ
り
国
民
議
会
議
員
と
ボ
ル
ド
ー
市

長
を
歴
任
し
た
ア
ラ
ン
・
ジ
ュ
ペ
（A

lain Juppé

）、
元
老
院
議
員

で
あ
る
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ピ
レ
（Francois Pillet

）、
そ
し
て
元
元
老

院
議
員
で
あ
り
元
大
臣
で
も
あ
る
ジ
ャ
ッ
ク
・
メ
ザ
ー
ル

（Jacques M
ézard

）
が
任
命
さ
れ
た
。
上
述
の
よ
う
に
、
一
九
四

六
年
憲
法
は
、
各
議
院
の
長
が
自
ら
の
議
院
の
構
成
員
た
る
議
員
を

憲
法
委
員
会
の
委
員
に
任
命
す
る
こ
と
を
禁
止
し
て
い
た
が
、
現
行

憲
法
下
に
お
い
て
は
、
自
ら
の
議
院
か
ら
憲
法
院
構
成
員
を
任
命
す

る
こ
と
は
、
両
院
議
長
に
と
っ
て
、
政
敵
を
追
い
払
っ
た
り
、
政
治

的
軋
轢
を
和
ら
げ
た
り
す
る
格
好
の
手
段
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る

（
最
も
明
白
な
ケ
ー
ス
は
、
元
老
院
議
長
で
あ
る
ジ
ェ
ラ
ー
ル
・
ラ

ル
シ
ェ
（Gérard Larcher

）
が
、「
高
座
（perchoir

）」〔
注
：

議
長
席
の
意
〕
を
固
持
す
る
た
め
に
、
二
〇
一
五
年
に
ジ
ャ
ン=

ジ
ャ
ッ
ク
・
イ
ー
ス
ト
（Jean-Jacques H

yest

）、
次
い
で
二
〇

一
九
年
に
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ピ
レ
を
憲
法
院
構
成
員
に
任
命
し
た
こ
と

で
あ
ろ
う
）。

　

と
ん
だ
災
難
で
あ
る
！　

憲
法
院
構
成
員
に
任
命
さ
れ
た
こ
れ
ら

の
政
治
家
が
、
法
律
家
と
し
て
の
権
能
を
も
ち
あ
わ
せ
て
い
な
か
っ

た
か
ら
で
は
な
く
―
―
な
お
、
ピ
レ
氏
は
弁
護
士
と
し
て
の
長
期
に

亘
る
経
験
を
有
し
て
い
る
―
―
、
憲
法
問
題
に
関
心
を
も
た
ず
、
憲

法
院
構
成
員
の
任
命
制
度
が
本
質
的
に
は
名
誉
上
の
も
の
で
あ
る
が

故
の
災
難
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
何
名
か
の
構
成
員
は
、
稀
に
し

か
憲
法
院
に
出
席
せ
ず
、
憲
法
院
の
判
例
に
も
興
味
を
示
さ
な
い
。

こ
の
こ
と
の
結
末
は
、
憲
法
裁
判
の
運
営
に
き
わ
め
て
重
大
な
影
響

を
も
た
ら
す
。
憲
法
院
構
成
員
が
自
ら
判
決
を
形
成
し
な
い
と
す
れ

ば
、
判
決
に
影
響
力
を
及
ぼ
す
の
は
憲
法
院
の
法
務
部
で
あ
り
、
と

く
に
事
務
総
長
で
あ
る＊

＊

。
か
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
歴
代
の
事
務

総
長
が
常
に
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
の
評
定
官
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘

し
な
け
れ
ば
、
中
立
的
視
点
を
保
て
ま
い
（
た
だ
し
、
一
九
八
〇
年

代
に
一
件
の
み
例
外
が
あ
っ
た
）。
さ
ら
に
付
言
す
れ
ば
、
憲
法
院

判
決
に
対
す
る
行
政
判
例
の
影
響
は
確
固
た
る
も
の
に
な
っ
て
お
り
、

憲
法
院
は
常
に
一
名
ま
た
は
二
名
の
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
評
定
官
を

そ
の
構
成
員
に
据
え
て
い
る
の
で
あ
る
（
現
在
は
、
ミ
ッ
シ
ェ
ル
・

ピ
ノ
ー
（M

ichel Pinault

）
氏
が
そ
う
で
あ
り
、
さ
ら
に
〔
首
相

を
務
め
た
〕
ロ
ー
ラ
ン
・
フ
ァ
ビ
ウ
ス
（Laurent Fabius

）
氏
を

カ
ウ
ン
ト
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
）。

　

さ
ら
に
、
憲
法
第
一
三
条
第
五
項
の
〔
法
務
委
員
会
に
よ
る
憲
法
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院
構
成
員
任
命
審
査
の
〕
し
く
み
は
麻
痺
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

法
務
委
員
会
に
お
け
る
候
補
者
へ
の
尋
問
は
冷
や
か
し
に
な
っ
て
し

ま
っ
て
お
り
、
委
員
会
と
候
補
者
が
尋
問
に
お
い
て
緊
張
関
係
に
陥

る
こ
と
は
皆
無
で
あ
る
。
例
え
ば
、
二
〇
一
九
年
二
月
二
一
日
の
ピ

レ
氏
に
対
す
る
尋
問
は
、
元
老
院
の
同
僚
か
ら
の
功
績
の
賛
美
で
あ

り
、
そ
の
う
え
、
全
会
一
致
で
任
命
さ
れ
た
。
憲
法
院
以
外
の
他
の

ポ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
二
度
に
わ
た
っ
て
、
と
り
わ
け
大
学
教
授
に

対
し
、
委
員
会
で
の
尋
問
手
続
に
よ
り
任
命
が
否
認
さ
れ
た
こ
と
に

着
目
し
た
い
。
二
〇
一
五
年
に
ボ
ル
ド
ー
大
学
の
公
法
学
教
授
で
あ

る
フ
ァ
ブ
リ
ス
・
ウ
ル
ケ
ビ
氏
が
国
民
議
会
議
長
の
ク
ロ
ー
ド
・
バ

ル
ト
ロ
ン
（Claude Bartolone

）
氏
に
よ
っ
て
司
法
官
職
高
等
評

議
会
委
員
に
推
薦
さ
れ
た
が
、
こ
の
任
命
案
は
、
不
運
に
も
、
法
務

委
員
会
に
よ
っ
て
否
認
さ
れ
た
（
二
〇
一
五
年
五
月
の
ジ
ャ
ン
＝

ミ
ッ
シ
ェ
ル
・
ル
モ
ワ
ヤ
ン
（Jean-M

ichel Lem
oyne

）
氏
の

ケ
ー
ス
は
少
し
異
な
る
。
と
い
う
も
の
、
二
〇
一
三
年
一
〇
月
一
一

日
法
律
第
一
九
条
が
政
治
生
活
の
透
明
性
に
関
す
る
高
等
行
政
機
関

へ
の
任
命
に
つ
い
て
、
五
分
の
三
の
賛
成
票
を
要
す
る
と
し
て
い
た

が
、
五
分
の
三
の
多
数
は
二
三
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
、
一
名
の
元
老
院

議
員
が
棄
権
し
、
当
該
候
補
者
は
賛
成
票
二
二
に
対
し
反
対
票
一
五

票
を
得
た
か
ら
で
あ
る
）。

　

事
態
は
一
九
五
九
年
に
最
初
の
憲
法
院
構
成
員
が
任
命
さ
れ
た
と

き
か
ら
何
も
変
わ
っ
て
い
な
い
。
一
九
五
九
年
二
月
二
〇
日
に
、
三

名
の
任
命
権
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
三
名
の
憲
法
院
構
成
員
を
選
ん
だ
の

で
あ
る
が
、
三
年
毎
に
構
成
員
の
三
分
の
一
を
入
れ
替
え
る
と
い
う

ル
ー
ル
を
尊
重
す
る
べ
く
、
構
成
員
の
う
ち
一
部
は
三
年
の
任
期
で
、

他
の
一
部
は
六
年
な
い
し
九
年
の
任
期
で
任
命
さ
れ
た
。
九
年
の
任

期
で
任
命
さ
れ
た
の
は
、
大
統
領
、
元
老
院
議
長
お
よ
び
国
民
議
会

議
長
の
そ
れ
ぞ
れ
に
よ
っ
て
、
順
に
、
ド
・
ゴ
ー
ル
将
軍
の
元
官
房

長
官
で
あ
る
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ポ
ン
ピ
ド
ゥ
ー
（Gorges Pom

pidou

）、

元
老
院
議
員
（
で
あ
り
元
閣
僚
で
あ
る
）
ジ
ャ
ン
・
ジ
ル
ベ
ー
ル
＝

ジ
ュ
ー
ル
（Jean Gilbert-Jules

）、
元
国
民
議
会
議
員
で
あ
る

ジ
ャ
ン
・
ミ
シ
ァ
ー
ル
＝
ペ
リ
シ
エ
（Jean M

ichard-Pellissier

）

で
あ
る
。
さ
ら
に
、
憲
法
院
長
と
し
て
、
元
国
民
議
会
議
員
で
あ
り

ド
・
ゴ
ー
ル
将
軍
の
側
近
で
あ
っ
た
ノ
エ
ル
・
レ
オ
ン
（N

oël 
Léon

）
―
―
そ
の
任
期
は
不
思
議
な
こ
と
に
六
年
で
あ
っ
た
―
―

が
任
命
さ
れ
た
。
ノ
エ
ル
・
レ
オ
ン
は
、
幾
度
も
、
ド
・
ゴ
ー
ル
将

軍
と
行
っ
た
、
或
い
は
行
う
で
あ
ろ
う
議
論
を
援
用
し
て
い
る（

（
（

。
一

九
六
五
年
に
ノ
エ
ル
・
レ
オ
ン
の
後
任
に
就
い
た
ガ
ス
ト
ン
・
パ
ヴ

レ
フ
ス
キ
（Gaston Pavlevski

）
に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と
が
言
え
、

彼
は
一
九
六
一
年
四
月
二
八
日
に
ド
・
ゴ
ー
ル
将
軍
に
対
す
る
賛
辞

を
述
べ
て
い
る
。
曰
く
、「
憲
法
院
の
創
設
者
で
あ
る
ド
・
ゴ
ー
ル

将
軍
に
賛
辞
を
贈
り
、
憲
法
院
の
名
に
お
い
て
、
何
度
も
共
和
国
を
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救
っ
た
そ
の
方
に
謝
辞
を
表
し
た
い
（
…
…
）。
憲
法
院
の
他
の
構

成
員
と
同
じ
く
、
私
の
人
生
で
最
も
喜
ば
し
い
こ
と
は
、
こ
の
偉
大

な
る
自
由
の
擁
護
者
に
お
仕
え
す
る
こ
と
で
あ
る
」
と（

（
（

。
こ
の
こ
と

か
ら
、
第
五
共
和
政
に
お
い
て
な
さ
れ
た
、
あ
る
選
択
を
理
解
す
る

こ
と
が
で
き
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
新
体
制
が
敷
か
れ
た
と
き
に
は
、

信
頼
で
き
る
者
に
憲
法
適
合
性
審
査
を
担
わ
せ
る
べ
き
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
憲
法
院
の
政
府
に
対
す
る
寛

容
さ
が
、
六
〇
年
後
の
今
日
ま
で
続
い
て
い
る
と
は
言
え
な
い
の
で

は
な
い
か
。
つ
ま
り
、〔
憲
法
院
が
人
権
規
定
に
基
づ
く
法
律
の
違

憲
審
査
に
踏
み
出
し
た
〕
一
九
七
一
年
の
判
決
と
、
二
〇
一
〇
年
の

合
憲
性
の
優
先
問
題
〔
以
下
、「
Ｑ
Ｐ
Ｃ
」
と
す
る
。〕
の
導
入
以
来
、

憲
法
院
の
政
治
的
構
成
が
フ
ラ
ン
ス
の
議
会
制
定
法
中
心
主
義
の
伝

統
の
最
後
の
残
存
物
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い

う
疑
問
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
批
判
の
的
は
、
憲
法
院
の

組
織
構
成
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
憲
法
裁
判
が
勝
利
し
た
現
在
に
お

い
て
は
、
そ
れ
〔
第
五
共
和
政
の
当
初
に
行
わ
れ
た
選
択
〕
が
一
貫

性
を
失
っ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

Ⅱ　

憲
法
院
の
政
治
的
判
決

　

憲
法
院
は
〔
法
規
範
階
層
上
〕
上
位
の
成
文
規
範
の
う
ち
、
と
り

わ
け
法
律
、
議
院
規
則
、
更
に
は
国
際
条
約
を
否
定
す
る
権
限
を
有

す
る
た
め
、
当
然
の
こ
と
と
し
て
、
全
て
の
憲
法
院
判
決
は
「
政
治

的
」
で
あ
る
。
ケ
ル
ゼ
ン
が
一
九
二
八
年
に
あ
ら
ゆ
る
憲
法
裁
判
所

に
つ
い
て
そ
う
述
べ
た
通
り
、
憲
法
院
も
共
同
立
法
者
で
あ
る
な
ら

ば
、
憲
法
院
判
決
が
政
治
的
で
あ
り
、
憲
法
院
自
身
が
政
治
的
機
関

で
あ
る
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。
た
だ
し
、
非
選
挙
機
関
で
あ
る
憲
法

院
は
、
あ
く
ま
で
、〔
法
的
な
裁
定
を
行
う
〕
裁
判
機
関
を
自
負
す

る
。
す
な
わ
ち
、
憲
法
院
は
、
独
立
公
平
な
性
質
を
有
し
、（
ア
メ

リ
カ
合
衆
国
で
言
う
と
こ
ろ
の
）「
政
治
的
デ
パ
ー
ト
メ
ン
ト
（
部

門
）」
で
は
な
い
と
い
う
点
を
強
調
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

状
況
に
お
い
て
、
憲
法
院
が
「
政
治
的
」
判
決
を
出
し
て
い
る
と
い

え
る
だ
ろ
う
か
。
お
そ
ら
く
、「
政
治
的
」
と
い
う
形
容
詞
が
非
常

に
広
い
意
味
を
も
っ
て
い
る
た
め
に
、
考
察
を
妨
げ
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
、
こ
の
問
い
に
対
し
て
次
の
二
極
的
な
解
答
を
用
意
す
る
だ

け
で
は
不
十
分
で
あ
る
。

1�
．
憲
法
院
は
、
共
同
立
法
者
で
あ
る
と
し
て
も
、
政
治
的
な
選

択
に
は
か
か
わ
ら
な
い
極
め
て
法
技
術
的
な
判
決
を
出
す
こ
と

が
あ
る
た
め
、
裁
判
機
関
で
あ
る
。

2�
．
反
対
に
、
憲
法
院
は
政
治
的
判
決
を
全
く
出
さ
ず
、
法
技
術

を
駆
使
す
る
裁
判
所
で
あ
る
と
す
る
こ
と
は
、
合
理
的
で
は
な

い
。
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第
一
に
憲
法
院
の
構
成
と
、
第
二
に
そ
の
共
同
立
法
者
（
な
い
し
、

共
同
規
範
制
定
者
）
と
し
て
の
性
格
か
ら
、
憲
法
院
判
決
は
、
文
面

上
ま
た
は
文
脈
上
、
明
ら
か
に
政
治
的
契
機
を
有
し
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
、
上
述
の
二
極
的
な
解
答
の
中
間
を
探
る
べ
き
で
あ
る
。
憲

法
院
は
、
政
治
的
側
面
を
切
除
し
た
判
決
を
出
す
こ
と
も
あ
れ
ば
、

疑
い
よ
う
の
な
い
程
に
政
治
性
を
帯
び
た
判
決
を
出
す
こ
と
も
あ
る

か
ら
で
あ
る
。

1　

政
治
と
裁
判

　

そ
も
そ
も
、
憲
法
院
が
判
決
に
政
治
的
性
格
が
あ
る
こ
と
を
自
ら

明
か
し
、
そ
れ
に
輪
を
か
け
る
よ
う
に
次
の
定
型
的
表
現
を
用
い
る

こ
と
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
憲
法
は
、
憲
法
院
に
対
し
、
立
法
者

と
同
一
の
一
般
的
評
価
及
び
決
定
の
権
限
を
付
与
し
て
い
な
い
」
と

い
う
表
現
で
あ
る
。
こ
の
定
型
句
は
、
一
九
七
五
年
一
月
一
五
日
判

決
第
七
五
―

五
四
Ｄ
Ｃ
号
の
い
わ
ゆ
る
「
第
一
次
妊
娠
中
絶
判
決

（
Ｉ
Ｖ
Ｇ　
Ｉ
）」
に
お
い
て
、
判
決
理
由
の
第
一
パ
ラ
グ
ラ
フ
に
登

場
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
後
の
Ｄ
Ｃ
判
決
の
み
な
ら
ず
、
Ｑ
Ｐ
Ｃ

判
決
に
お
い
て
も
、
ラ
イ
ト
モ
チ
ー
フ
に
な
っ
て
い
る
。
唯
一
の
変

遷
を
指
摘
す
る
と
す
れ
ば
、「
同
一
の
」
と
い
う
文
言
が
「
同
じ
性

質
の
」
に
差
し
替
え
ら
れ
た
点
で
あ
る
。
こ
の
定
型
句
は
、
国
会
と

憲
法
院
が
注
意
深
く
権
限
を
区
分
さ
れ
た
二
つ
の
異
な
る
組
織

（organes

）
な
い
し
権
限
あ
る
公
的
機
関
（pouvoirs publics

）

で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
述
べ
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
自
明
の
理
を
確
か

め
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
飽
き
る
程
繰
り
返
さ
れ
た

表
現
の
中
で
、
憲
法
院
は
着
目
す
べ
き
ヒ
ン
ト
を
与
え
て
い
る
。
そ

れ
は
、
憲
法
院
の
「
一
般
的
評
価
及
び
決
定
の
権
限
」
は
、
国
会
が

有
す
る
権
限
と
は
重
複
し
な
い
と
述
べ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
に
言
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
憲
法
院
は
、
自
ら
に
立
法
府
と
は
異
な

る
特
有
の
権
限
（prérogatives

）
が
あ
る
と
語
っ
た
の
で
あ
り
、

共
同
立
法
者
と
は
見
な
さ
れ
た
く
な
い
と
い
う
意
思
を
表
明
し
た
と

い
え
る
。
換
言
す
れ
ば
、
憲
法
院
は
、
あ
ら
ゆ
る
「
裁
判
官
統
治
」

へ
の
批
判
か
ら
護
身
を
図
っ
た
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
フ
ラ
ン

ス
の
裁
判
官
統
治
に
は
複
雑
な
沿
革
が
あ
る
。
エ
ド
ゥ
ワ
ー
ル
・
ラ

ン
ベ
ー
ル
（Édouard Lam

bert

）
が
一
九
二
一
年
に
、
著
書

『
裁
判
官
統
治
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
社
会
立
法
に
対
す
る

裁
判
闘
争
』
を
公
刊
し
、
大
き
な
議
論
を
呼
ん
だ
こ
と
を
お
い
て
も
、

裁
判
官
統
治
は
、
大
革
命
以
来
の
フ
ラ
ン
ス
の
伝
統
と
言
い
う
る
裁

判
官
の
行
為
に
対
す
る
不
信
を
想
起
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
裁

判
官
統
治
と
い
う
フ
ラ
ン
ス
語
表
現
は
、
英
語
に
お
け
る
「
司
法
に

よ
る
統
治
（the governm

ent by judiciary

）」
と
は
異
な
り
、
裁

判
機
関
や
そ
の
行
為
で
は
な
く
、
司
法
の
担
い
手
で
あ
る
裁
判
官
に

着
目
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
付
言
し
て
お
く
。
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本
稿
は
、
ア
ン
シ
ャ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
下
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
司

法
の
歴
史
を
取
り
扱
う
も
の
で
は
な
い
が
、
こ
の
点
に
よ
っ
て
こ
そ
、

な
ぜ
現
在
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
裁
判
官
に
対
す
る
防
衛
線
が
張
ら

れ
て
い
る
の
か
を
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
周
知
の
通
り
、
ア
ン

シ
ャ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
下
の
パ
ル
ル
マ
ン
―
―
私
法
系
統
の
最
高
裁
判

所
で
あ
っ
た
―
―
は
、
権
限
を
大
き
く
逸
脱
し
命
令
を
発
し
た
り
、

王
令
に
関
す
る
訴
状
を
受
理
し
な
か
っ
た
り
す
る
こ
と
が
頻
繁
に

あ
っ
た
。
こ
れ
以
上
は
敷
衍
し
な
い
が
、
重
要
な
こ
と
は
、
フ
ラ
ン

ス
で
は
裁
判
官
へ
の
警
戒
心
が
二
〇
〇
年
以
上
前
か
ら
無
傷
の
ま
ま

残
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
証
明
は
、
周
知
の
通
り
、

一
九
五
八
年
憲
法
が
、
司
法
を
司
法
「
権
（pouvoir

）」
で
は
な
く

司
法
「
権
威
（autorité

）」
と
し
て
定
め
て
い
る
点
に
見
出
す
こ
と

が
で
き
る
。
ま
た
、
ウ
ル
ケ
ビ
氏
の
司
法
官
職
高
等
評
議
会
委
員
へ

の
任
命
に
関
す
る
上
述
の
事
件
に
お
い
て
、
国
民
議
会
の
法
務
委
員

会
が
こ
の
候
補
者
の
任
命
を
否
決
し
た
理
由
は
、
ま
さ
に
学
者
で
あ

る
氏
が
尋
問
で
司
法
「
権
」
に
つ
い
て
述
べ
た
か
ら
で
あ
っ
て
、
そ

の
よ
う
な
発
言
は
、
国
民
議
会
議
員
に
と
っ
て
候
補
者
の
任
命
を
否

決
す
る
ほ
ど
に
遺
憾
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る＊

＊

。
さ
ら

に
、
憲
法
院
が
憲
法
「
院
」
で
あ
る
こ
と
も
無
関
係
で
は
な
い
。
憲

法
院
が
、
二
〇
〇
三
年
三
月
二
六
日
判
決
に
お
い
て
、
憲
法
改
正
法

律
の
憲
法
適
合
性
審
査
を
行
う
こ
と
を
拒
否
し
た
の
も
、
あ
ら
ゆ
る

「
裁
判
官
統
治
」
の
批
判
を
避
け
る
た
め
で
あ
っ
た
。
当
時
、
憲
法

院
事
務
総
長
で
あ
っ
た
ジ
ャ
ン=

エ
リ
ッ
ク
・
シ
ョ
ト
ル
（Jean-

Éric Schoettl

）
は
次
の
よ
う
に
明
言
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
も

し
憲
法
院
が
、
憲
法
改
正
法
律
に
つ
い
て
、
憲
法
第
八
九
条
第
五
項

（「
政
府
の
共
和
政
体
は
、
改
正
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」）
の
超
憲

法
的
規
定
へ
の
適
合
性
審
査
を
行
っ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
か
の
有
名

な
「
裁
判
官
統
治
」
に
流
れ
た
と
し
て
、
直
ち
に
非
難
の
渦
中
に
堕

と
さ
れ
て
い
た
だ
ろ
う
、
と
。

　

し
た
が
っ
て
、
憲
法
院
に
と
っ
て
は
、
控
え
目
で
あ
る
よ
う
に
見

せ
る
こ
と
が
肝
心
で
あ
る
。
憲
法
院
は
、
憲
法
適
合
性
審
査
の
担
い

手
と
し
て
、
憲
法
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
機
関
（organe 

constitué

）
で
し
か
な
く
、
国
会
を
補
完
す
る
な
ど
と
い
う
野
心

は
全
く
も
っ
て
い
な
い
。
こ
の
観
点
か
ら
み
れ
ば
、
憲
法
院
は
上
述

の
定
型
句
の
「
同
一
の
」
と
い
う
文
言
を
、
意
図
的
に
、「
同
じ
性

質
の
」
に
お
き
代
え
た
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
憲
法
院
は
自
明

の
理
―
―
す
な
わ
ち
、
憲
法
院
の
権
能
が
国
会
の
権
能
と
は
重
複
し

な
い
と
い
う
こ
と
―
―
を
述
べ
る
の
で
は
な
く
、
巧
妙
に
も
、
憲
法

院
が
国
会
の
そ
れ
に
似
た
「
権
限
（pouvoirs

）」
を
有
し
て
い
る

も
の
の
、
そ
の
「
性
質
」
が
異
な
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
た
の
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
憲
法
院
は
、
国
会
が
政
治
的
選
択
を
行
い
、
法
律

等
の
中
に
そ
れ
を
反
映
さ
せ
る
一
方
、
憲
法
院
自
身
は
、
裁
判
機
関
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と
し
て
厳
密
に
法
的
な
審
査
を
行
っ
て
い
る
と
い
う
。
そ
れ
ぞ
れ
に

別
の
役
割
が
あ
る
と
言
っ
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

物
事
は
そ
う
単
純
で
は
な
く
、
憲
法
適
合
性
審
査
の
政
治
的
次
元
と

法
的
（
あ
る
い
は
、
裁
判
的
）
次
元
と
の
間
に
、
絶
対
的
な
隔
た
り

は
な
い
。
ま
た
、「
国
会
」
と
い
う
用
語
の
含
意
を
取
り
違
え
て
は

な
ら
な
い
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
他
国
に
お
い
て
と
同
様
、
法
律
を
制

定
す
る
の
は
、
多
く
の
場
合
に
国
会
で
あ
る
。
た
だ
し
、
国
会
に
敬

譲
す
る
こ
と
は
、
間
接
的
に
、
執
行
府
に
敬
譲
す
る
こ
と
で
も
あ
る
。

と
い
う
の
も
、
殆
ど
の
法
律
（
約
八
五
％
）
は
政
府
提
出
法
案
に
端

を
発
す
る
た
め
、
憲
法
院
が
法
律
を
無
効
と
す
る
こ
と
は
、
国
会
に

と
っ
て
の
み
な
ら
ず
、
と
り
わ
け
大
統
領
と
首
相
の
い
ず
れ
を
も
含

む
執
行
府
に
と
っ
て
、
都
合
の
悪
い
こ
と
な
の
で
あ
る
。
少
な
く
と

も
、
憲
法
院
の
審
査
が
、
執
行
府
の
行
為
（
国
際
条
約
、
憲
法
第
三

七
条
第
二
項
お
よ
び
第
四
一
条
に
基
づ
く
〔
法
律
事
項
と
命
令
事
項

へ
の
〕
法
案
の
区
分
）
と
国
会
の
行
為
（
通
常
法
律
、
組
織
法
律
、

お
よ
び
各
議
院
規
則
）〔
の
双
方
〕
を
対
象
に
し
て
い
る
こ
と
は
確

か
で
あ
る
。
法
律
に
つ
い
て
は
、
憲
法
院
は
、
国
会
由
来
の
法
律
も

政
府
由
来
の
法
律
も
精
査
す
る
が
、
政
府
提
出
法
案
か
ら
成
立
し
た

法
律
の
割
合
が
大
き
い
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
憲
法
院
が
抑
制
的
に
憲
法
適
合
性
審
査
を

行
っ
て
い
る
、
と
し
て
よ
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
で
は
説
明
不
足
で
あ

る
。
と
い
う
の
も
、
上
述
の
定
型
句
の
中
で
、
憲
法
院
は
、
あ
ら
ゆ

る
法
律
の
憲
法
適
合
性
を
審
査
す
る
「
権
限
（pouvoir

）」
を
有
し

て
い
る
こ
と
を
自
認
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
で
は
、
こ
の
よ
う
な

〔
権
限
に
基
づ
く
〕
判
決
は
「
政
治
的
」
で
あ
り
、
ま
た
は
政
治
的

で
あ
り
得
る
で
あ
ろ
う
か
。
お
そ
ら
く
、「
政
治
的
」
と
い
う
修
飾

語
に
執
着
す
る
こ
と
を
や
め
、
憲
法
院
が
〔
政
治
部
門
に
対
し
て
〕

大
胆
な
判
決
を
出
す
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
こ
と
に
関
心
を
よ
せ
る

必
要
が
あ
ろ
う
。
あ
る
仮
説
に
よ
れ
ば
、
国
会
に
対
す
る
敬
譲
か
ら
、

憲
法
院
は
弱
腰
な
態
度
を
見
せ
て
い
る
。
一
方
、
別
の
仮
説
に
よ
れ

ば
、
憲
法
院
は
、
原
則
と
し
て
国
会
に
敬
譲
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
無
礼
な
態
度
を
と
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
問

題
を
再
構
成
し
て
も
単
純
な
答
え
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

諸
々
の
印
象
が
一
見
に
値
す
る
と
思
わ
れ
る
た
め
、
以
下
で
は
そ
れ

ら
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

2　

慎
重
な
判
決

　

憲
法
院
が
、
あ
た
か
も
〔
判
決
を
出
す
こ
と
が
〕
国
会
に
余
計
な

こ
と
を
言
う
こ
と
で
あ
る
か
の
よ
う
に
、
国
会
の
権
威
の
後
ろ
で
護

身
す
る
よ
う
な
態
度
を
示
す
判
決
は
、
慎
重
で
、
弱
腰
で
、
更
に
は

〔
政
治
部
門
に
対
し
〕
迎
合
的
な
判
決
で
あ
る
と
い
え
る
。
習
俗
や
、

い
わ
ゆ
る
社
会
構
造
の
領
域
に
か
か
る
判
決
が
こ
れ
に
当
て
は
ま
る
。
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同
性
婚
判
決
は
大
変
明
白
な
例
で
あ
ろ
う
。
ま
ず
、
同
性
カ
ッ
プ
ル

が
、
婚
姻
を
男
女
カ
ッ
プ
ル
に
限
定
す
る
民
法
典
規
定
の
違
憲
性
を

主
張
し
Ｑ
Ｐ
Ｃ
を
提
起
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
憲
法
院
は
、
二
〇
一

一
年
一
月
二
八
日
Ｑ
Ｐ
Ｃ
判
決
第
二
〇
一
〇
―

九
二
号
で
、「
憲
法
第

六
一
―

一
条
は
、
第
六
一
条
に
倣
い
、
憲
法
院
に
対
し
、
国
会
と
同

じ
性
質
の
一
般
的
評
価
及
び
決
定
の
権
限
を
付
与
し
て
い
な
い
」
こ

と
を
リ
マ
イ
ン
ド
し
た
上
で
（
判
決
理
由
第
五
項
）、
憲
法
第
三
四

条
〔
の
法
律
事
項
に
該
当
す
る
〕
領
域
に
つ
い
て
は
、「
憲
法
上
の

要
請
を
法
律
上
保
障
す
る
こ
と
を
阻
害
し
な
い
」
限
り
に
お
い
て
、

と
い
う
留
保
を
つ
け
つ
つ
、
立
法
者
こ
そ
が
、
婚
姻
の
法
的
制
度
を

定
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
こ
と
を
強
調
し
た
（
判
決
理
由
第
五
、
第

七
項
）。
憲
法
院
は
、
主
に
次
の
憲
法
問
題
に
つ
い
て
判
断
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
婚
姻
を
異
性
カ
ッ
プ
ル
に
限
定

す
る
こ
と
は
、
一
七
八
九
年
宣
言
第
六
条
の
定
め
る
平
等
原
則
に
反

す
る
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
憲
法
院
が
出
し
た
回
答
に
よ
れ
ば
、

立
法
府
が
同
性
カ
ッ
プ
ル
と
異
性
カ
ッ
プ
ル
の
状
況
の
違
い
に
鑑
み

て
、
婚
姻
に
関
す
る
取
扱
い
の
区
別
を
正
当
化
す
る
裁
量
を
有
す
る

一
方
、「
憲
法
院
は
、
本
件
事
項
に
お
け
る
状
況
の
違
い
の
考
慮
に

つ
き
、
立
法
者
の
評
価
を
補
完
す
る
権
限
を
有
し
て
い
な
い
」（
判

決
理
由
第
九
項
）。
憲
法
院
は
、
非
常
に
明
白
に
、
国
会
に
ボ
ー
ル

を
投
げ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
分
野
に
お
い
て
は
、
国
会
こ
そ
が
、
法

律
に
「
一
般
意
思
の
表
明
」
を
記
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
憲
法
院
が
「
万
人
の
た
め
の
」
婚
姻
制

度
を
創
設
す
る
二
〇
一
三
年
の
法
律
を
合
憲
と
判
断
し
た
こ
と
は
、

驚
く
べ
き
こ
と
で
は
な
い
。
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
オ
ラ
ン
ド
は
、
大
統
領

に
選
出
さ
れ
て
す
ぐ
に
、
婚
姻
を
同
性
カ
ッ
プ
ル
に
も
開
く
こ
と
を

検
討
し
、
当
時
の
司
法
大
臣
の
名
を
冠
し
た
い
わ
ゆ
る
「
ト
ビ
ラ
」

法
（
（
（

が
事
前
審
査
の
枠
組
み
に
お
い
て
憲
法
院
に
よ
る
審
査
に
付
さ
れ

た
。
憲
法
院
は
、
二
〇
一
三
年
五
月
一
七
日
Ｄ
Ｃ
判
決
第
二
〇
一
三

―

六
六
九
号
に
お
い
て
、
立
法
者
は
違
憲
と
な
ら
な
い
限
度
に
お
い

て
、
自
ら
の
権
限
に
属
す
る
事
項
〔
す
な
わ
ち
、
法
律
事
項
〕
に
属

す
る
法
的
規
定
を
変
更
す
る
裁
量
を
有
し
て
い
る
一
方
、
憲
法
院
は

国
会
と
同
じ
評
価
権
限
を
有
し
な
い
と
い
う
古
典
的
な
判
例
を
繰
り

返
し
た
（
判
決
理
由
第
一
四
項
）。
こ
の
条
件
と
二
〇
一
一
年
の
一

連
の
Ｑ
Ｐ
Ｃ
判
決
に
よ
れ
ば
、
立
法
者
が
、
同
性
カ
ッ
プ
ル
と
異
性

カ
ッ
プ
ル
の
状
況
の
違
い
に
よ
っ
て
法
的
取
扱
い
の
区
別
が
正
当
化

さ
れ
な
い
と
考
え
る
場
合
に
は
、
憲
法
院
は
、
立
法
者
に
よ
る
評
価

を
自
ら
の
評
価
で
補
完
し
え
な
い
以
上
、
立
法
者
の
判
断
を
尊
重
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
（
判
決
理
由
第
二
二
項
）。
し
た

が
っ
て
、
立
法
者
は
、
私
的
共
同
的
生
活
に
か
か
る
領
域
に
つ
い
て

は
、
多
少
な
り
と
も
大
き
な
裁
量
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
こ
で
憲
法
院
は
、
社
会
的
な
選
択
は
、
裁
判
官
で
は
な
く
、
民
主
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的
方
法
で
選
挙
さ
れ
た
機
関
で
あ
る
国
会
が
決
定
す
る
べ
き
で
あ
る

と
の
考
え
を
黙
示
的
に
示
し
て
い
る
（
同
様
の
考
え
方
を
示
し
た
も

の
と
し
て
、
買
春
罪
の
創
設
に
関
す
る
二
〇
一
九
年
二
月
一
日
Ｑ
Ｐ

Ｃ
判
決
二
〇
一
八
―

七
六
一
Ｑ
Ｐ
Ｃ
号
・
判
決
理
由
第
一
二
項
）。

　

憲
法
院
が
用
心
深
さ
を
示
す
他
の
領
域
は
、
憲
法
制
定
権
者
に

よ
っ
て
新
た
な
法
的
規
範
が
打
ち
立
て
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
場
合

で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
憲
法
院
は
、
自
ら
は
憲
法
制
定
権
者
に
よ
っ

て
創
設
さ
れ
た
機
関
で
し
か
な
く
、
そ
の
権
威
に
服
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
る
。
こ
れ
は
例
え
ば
、
憲
法
院
が
か
の
有
名
な
一
九

六
二
年
一
一
月
六
日
Ｄ
Ｃ
判
決
第
六
二
―

二
〇
号
以
来
、
レ
フ
ェ
レ

ン
ダ
ム
法
律
の
憲
法
適
合
性
審
査
の
実
施
を
拒
否
し
て
い
る
点
に
表

れ
て
い
る
。
同
判
決
に
よ
れ
ば
、「
憲
法
が
、
第
六
一
条
の
〔
憲
法

適
合
性
審
査
の
〕
対
象
と
す
る
法
律
は
、
国
会
に
よ
っ
て
議
決
さ
れ

た
法
律
の
み
を
指
す
の
で
あ
っ
て
、
レ
フ
ェ
レ
ン
ダ
ム
を
経
て
国
民

に
よ
っ
て
採
択
さ
れ
た
法
律
は
、
国
民
主
権
の
直
接
的
な
表
明
を
構

成
す
る
の
で
あ
り
、
同
条
が
か
か
る
法
律
を
指
す
と
は
到
底
い
え
な

い
」。
本
判
例
は
、
事
後
審
査
に
お
い
て
も
追
認
さ
れ
て
い
る
が

（
二
〇
一
四
年
四
月
二
五
日
Ｑ
Ｐ
Ｃ
判
決
第
二
〇
一
四
―

三
九
二
号
）、

批
判
を
免
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
憲
法
第
六
一
条
の
ど
こ
に
も
、
議

会
法
律
と
レ
フ
ェ
レ
ン
ダ
ム
法
律
と
の
区
別
が
な
さ
れ
て
い
な
い
ば

か
り
か
、
こ
れ
ら
の
法
律
は
同
じ
価
値
を
有
す
る
の
で
あ
っ
て
、
国

会
は
レ
フ
ェ
レ
ン
ダ
ム
法
律
を
事
後
的
に
改
正
す
る
こ
と
さ
え
可
能

で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
う
で
あ
る
と
し
て
も
、
憲
法
第
三
条
に
よ
れ

ば
、
国
民
は
代
表
を
通
じ
て
間
接
的
に
主
権
を
行
使
す
る
か
、
レ

フ
ェ
レ
ン
ダ
ム
の
機
会
に
直
接
的
に
そ
れ
を
行
使
す
る
以
上
、
憲
法

院
が
判
例
で
示
し
た
も
の
と
は
別
の
判
断
を
す
る
こ
と
は
、
政
治
的

な
理
由
か
ら
、
決
し
て
で
き
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
た
し
か
に
、
選

挙
人
が
憲
法
第
三
条
に
い
う
「
国
民
」
を
形
成
す
る
か
ど
う
か
に
つ

い
て
は
疑
い
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
れ
は
さ
ほ
ど
重
要
な
こ
と
で

は
な
い
。
憲
法
院
は
無
権
限
を
宣
言
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
些
細
な
リ

ス
ク
も
と
ら
ず
、
い
か
な
る
「
裁
判
官
統
治
」
の
批
判
も
許
さ
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

憲
法
改
正
法
律
の
憲
法
適
合
性
審
査
に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と
が
言

え
る
。
憲
法
改
正
に
つ
い
て
、
ど
の
程
度
、
憲
法
に
含
意
さ
れ
た
超

憲
法
的
規
定
へ
の
適
合
性
を
審
査
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
二
〇
〇
三
年

に
、「
地
方
分
権
化
第
二
幕
」
と
命
名
さ
れ
た
政
府
提
出
の
憲
法
改

正
法
律
案
が
採
択
さ
れ
た
こ
と
を
想
起
し
よ
う＊

＊

。
憲
法
第
八
九
条
第

五
項
は
「
政
府
の
共
和
政
体
」
の
改
正
を
禁
止
し
て
い
る
と
こ
ろ
、

社
会
党
の
元
老
院
議
員
は
、
同
法
律
が
共
和
国
の
統
一
性
を
侵
害
す

る
程
に
地
方
分
権
化
を
推
し
進
め
て
い
る
と
考
え
、
同
法
律
を
憲
法

院
に
よ
る
審
査
に
付
し
た
。
こ
れ
を
受
け
た
憲
法
院
は
、
二
〇
〇
三

年
三
月
二
六
日
Ｄ
Ｃ
判
決
第
二
〇
〇
三
―

四
六
九
号
に
お
い
て
、
政
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府
の
共
和
政
体
と
共
和
国
の
定
義
に
関
す
る
危
険
な
議
論
に
加
わ
る

こ
と
を
避
け
た
。
憲
法
院
は
、
自
ら
の
職
責
は
通
常
法
律
と
組
織
法

律
〔
の
憲
法
適
合
性
審
査
〕
に
限
ら
れ
、
憲
法
制
定
権
力
の
手
に
な

る
憲
法
改
正
法
律
に
は
―
―
憲
法
院
自
身
が
そ
こ
か
ら
派
生
す
る
機

関
で
あ
る
以
上
―
―
及
ば
な
い
と
い
う
理
由
で
、
憲
法
改
正
法
律
の

憲
法
適
合
性
審
査
権
限
を
有
し
な
い
と
述
べ
た
の
で
あ
る
（
判
決
理

由
第
二
項
）。
こ
こ
で
憲
法
院
は
、
規
範
で
は
な
く
権
威
の
ヒ
エ
ラ

ル
キ
ー
の
名
の
下
に
、
注
意
深
い
判
断
を
示
し
た
と
い
え
る
。
つ
ま

り
、
憲
法
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
機
関
で
あ
る
憲
法
院
は
、
憲
法
制

定
権
力
の
権
威
に
服
す
る
と
。
仮
に
憲
法
院
が
〔
憲
法
改
正
法
律
の

審
査
を
行
い
〕
憲
法
制
定
権
力
の
機
嫌
を
害
す
る
リ
ス
ク
を
と
っ
て

い
た
と
す
れ
ば
、
憲
法
制
定
権
力
は
、
憲
法
院
の
権
限
や
構
成
に
と

ど
ま
ら
ず
、
そ
の
存
在
を
も
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
唯
一
の
存
在

と
し
て
、
実
際
に
そ
う
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
こ
と
を
付

言
し
て
お
こ
う
。
さ
ら
に
、
判
例
技
術
面
か
ら
み
て
、
憲
法
院
に
よ

る
注
意
深
さ
を
表
す
手
段
が
、
無
権
限
の
宣
言
で
あ
る
と
い
う
点
も

付
け
加
え
て
お
き
た
い
。

3　

大
胆
な
判
決

　

本
節
で
は
、〔
政
治
部
門
と
の
関
係
で
〕
大
胆
な
判
決
を
タ
イ
プ

分
け
し
て
み
た
い
。
私
見
に
よ
れ
ば
、
か
よ
う
な
憲
法
院
判
決
は
、

四
つ
の
タ
イ
プ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
に
、
法
律
の
起
草

者
、
と
り
わ
け
立
法
者
に
真
正
面
か
ら
対
抗
す
る
判
決
、
第
二
に
、

政
治
的
に
激
し
い
論
争
の
あ
る
論
点
に
介
入
す
る
判
決
、
第
三
に
、

法
解
釈
上
特
筆
す
べ
き
変
革
を
も
た
ら
す
判
決
、
そ
し
て
第
四
に
、

そ
の
効
果
（effets

）
が
非
常
に
大
き
い
判
決
で
あ
る
。
こ
れ
ら
四

つ
の
区
分
は
、
そ
れ
ぞ
れ
排
他
的
な
も
の
で
は
な
い
ば
か
り
か
、
重

複
す
る
こ
と
も
多
い
。
そ
の
た
め
、
一
つ
の
区
分
の
み
に
当
て
は
ま

る
と
い
う
意
味
で
化
学
的
に
純
粋
な
判
決
を
挙
げ
る
こ
と
は
難
し
い
。

一
般
的
に
は
、
大
胆
な
判
決
は
、
先
に
述
べ
た
区
分
の
う
ち
少
な
く

と
も
二
つ
を
満
た
す
。
本
稿
で
は
、
一
〇
の
す
べ
て
の
組
み
合
せ

（
二
区
分
が
重
複
す
る
六
つ
の
場
合
と
三
区
分
が
重
複
す
る
四
つ
の

場
合
）
を
洗
い
ざ
ら
い
検
討
す
る
こ
と
は
せ
ず
、
あ
り
得
る
組
み
合

せ
の
外
観
を
示
す
に
留
め
る
。

　

第
一
に
、
立
法
者
に
対
抗
す
る
と
と
も
に
、
緊
張
し
た
政
治
的
文

脈
に
介
入
す
る
憲
法
判
決
が
あ
る
。
二
〇
一
九
年
五
月
に
出
さ
れ
た

ば
か
り
の
初
め
て
の
「
Ｒ
Ｉ
Ｐ
」〔
共
同
発
案
レ
フ
ェ
レ
ン
ダ
ム
に

か
か
る
議
員
発
案
法
律
案
の
憲
法
適
合
性
審
査
〕
判
決
の
例
を
み
よ

う
。
周
知
の
通
り
、
二
〇
〇
八
年
以
来
、
憲
法
第
一
一
条
に
共
同
発

案
レ
フ
ェ
レ
ン
ダ
ム
の
制
度
が
導
入
さ
れ
、
議
員
の
五
分
の
一
に
よ

る
発
案
が
選
挙
人
の
十
分
の
一
の
賛
同
を
得
た
場
合
に
は
、
議
員
提

出
法
律
案
を
議
事
日
程
に
組
み
込
む
か
、
レ
フ
ェ
レ
ン
ダ
ム
に
付
さ
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な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
唯
一
の
条
件
と
し
て
、
議
員
に
よ
る
法
律
案

の
発
案
と
選
挙
人
に
よ
る
賛
同
表
明
と
の
間
に
、
憲
法
院
が
当
該
法

律
案
の
憲
法
〔
第
一
一
条
へ
の
〕
適
合
性
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
〔
憲
法
第
六
〇
条
お
よ
び
第
六
一
条
第
一
項
〕。
憲
法
院
は
、
二

〇
一
九
年
五
月
九
日
Ｒ
Ｉ
Ｐ
判
決
第
二
〇
一
九
―

一
号
で
、
ま
さ
に

こ
の
判
断
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
本
判
決
は
、
法
〔
解
釈
〕
と
し
て

は
完
全
に
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
も
の
で
あ
り
、
独
自
性
は
見
ら
れ
な

い
。
加
え
て
、
今
後
、
国
民
の
賛
同
が
（
選
挙
人
の
十
分
の
一
に
当

た
る
）
四
七
〇
万
人
の
署
名
の
基
準
線
を
超
え
る
こ
と
は
決
し
て
な

い
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
状
況
に
お
い
て
は
、
憲
法
院
判
決
の
影
響

は
限
定
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
判
決
は
、
パ
リ
空
港
の
民
営
化
に

つ
い
て
判
断
す
る
も
の
で
あ
り
、
客
観
的
に
見
て
、
政
治
的
大
胆
さ

を
含
ん
で
い
る
。
政
府
は
民
営
化
を
推
し
進
め
て
い
た
と
こ
ろ
、
と

り
わ
け
昨
今
の
黄
色
い
ベ
ス
ト
運
動
の
文
脈
に
お
い
て
は
、
こ
れ
が

左
派
と
右
派
と
の
間
の
基
本
的
な
価
値
観
に
関
す
る
政
治
的
論
争
に

ま
で
発
展
し
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
加
え
て
、
議
員
に
よ
る
発
案

は
、〔
パ
リ
空
港
の
民
営
化
を
規
定
す
る
〕
い
わ
ゆ
る
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｅ

法
（
（
（

が
ま
さ
に
成
立
し
よ
う
と
し
て
い
た
と
き
に
な
さ
れ
た
の
で
、
多

数
派
議
員
は
当
該
発
案
が
反
対
派
に
よ
る
手
続
の
蒸
し
返
し
で
あ
る

と
捉
え
た
（
こ
の
タ
イ
プ
の
憲
法
院
判
決
と
し
て
、
テ
ロ
関
連
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
の
閲
覧
に
関
す
る
Ｑ
Ｐ
Ｃ
判
決
を
分
類
す
る
こ
と
も
で
き

る
か
も
し
れ
な
い
。
と
い
う
の
も
、
立
法
者
が
拙
速
に
も
「
作
り
上

げ
た
」
あ
る
法
律
規
定
を
、
憲
法
院
が
数
カ
月
の
間
隔
で
二
度
も
違

憲
と
判
断
し
た
か
ら
で
あ
る
（
二
〇
一
七
年
二
月
一
五
日
Ｑ
Ｐ
Ｃ
判

決
第
二
〇
一
七
―

六
八
二
号
お
よ
び
二
〇
一
七
年
一
二
月
一
五
日
Ｑ

Ｐ
Ｃ
判
決
第
二
〇
一
七
―

六
八
二
号
））。

　

第
二
に
、
判
決
が
政
治
的
に
特
異
な
文
脈
に
介
入
す
る
も
の
の
、

そ
の
影
響
力
は
疑
わ
し
い
場
合
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
国
際
条
約
に

関
す
る
諸
々
の
判
決
を
想
起
す
る
。
署
名
権
者
（
大
統
領
）
は
、
最

重
要
条
約
に
つ
い
て
は
、
憲
法
院
に
よ
る
違
憲
判
決
を
覚
悟
し
て
い

る
た
め
、
現
実
に
違
憲
判
決
が
出
て
も
憤
り
を
感
じ
た
り
は
し
な
い
。

加
え
て
、
国
際
条
約
に
関
す
る
判
決
は
、
判
例
の
枠
組
み
が
確
立
し

て
い
る
現
在
に
お
い
て
は
、
も
は
や
法
解
釈
上
の
特
異
性
も
み
ら
れ

な
い
。
一
方
、
一
九
九
二
年
の
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
、
二
〇
〇
四

年
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
憲
法
条
約
、
お
よ
び
二
〇
〇
七
年
の
リ
ス
ボ
ン
条

約
を
み
る
と
、
世
論
は
未
知
数
で
あ
り
、
政
治
的
、
経
済
的
、
社
会

的
、
財
政
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
が
厖
大
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
Ｅ

Ｕ

−

カ
ナ
ダ
自
由
貿
易
協
定
（
Ｃ
Ｅ
Ｔ
Ａ
）
の
審
査
の
機
会
に
出
さ

れ
た
近
年
の
Ｄ
Ｃ
判
決
に
も
当
て
は
ま
る
が
、
同
判
決
が
、
Ｅ
Ｕ
が

単
独
で
〔
排
他
的
権
限
に
基
づ
き
〕
締
結
し
た
条
約
と
、
Ｅ
Ｕ
が

〔
共
有
権
限
に
基
づ
き
〕
加
盟
国
と
共
同
し
て
締
結
し
た
条
約
と
の

間
に
、
注
目
す
べ
き
区
別
を
行
っ
て
い
る
と
い
う
点
を
留
保
し
て
お
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こ
う
（
二
〇
一
七
年
七
月
三
一
日
Ｄ
Ｃ
判
決
第
二
〇
一
七
―

七
四
九

号
）。

　

第
三
に
、
憲
法
院
判
決
は
、
中
程
度
な
い
し
高
度
に
激
し
く
議
論

さ
れ
て
い
る
政
治
的
文
脈
に
介
入
し
、
且
つ
法
解
釈
上
の
独
自
性
が

強
い
た
め
に
、
重
大
な
影
響
力
を
も
つ
こ
と
が
あ
る
。
た
だ
し
、
こ

こ
で
は
立
法
者
に
対
抗
し
立
腹
さ
せ
る
条
件
が
そ
ろ
っ
て
い
な
い
。

こ
れ
は
Ｑ
Ｐ
Ｃ
判
決
に
当
て
は
ま
る
こ
と
が
多
い
。
と
い
う
の
も
、

事
後
審
査
に
付
さ
れ
る
法
律
は
遠
い
過
去
に
制
定
さ
れ
た
も
の
で
あ

り
、
現
在
の
政
府
の
提
案
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
場
合
が
多
い
か
ら

で
あ
る
。
近
時
の
二
つ
の
例
を
挙
げ
よ
う
。
第
一
に
、
二
〇
一
八
年

七
月
六
日
Ｑ
Ｐ
Ｃ
判
決
第
二
〇
一
八
―

七
一
七
／
七
一
八
号
は
、
初

め
て
、
友
愛
を
憲
法
上
の
参
照
規
範
に
据
え
た＊

＊

。
共
和
国
の
国
是
で

あ
る
「
自
由
、
平
等
、
友
愛
」
の
な
か
で
、
友
愛
は
、
道
徳
的
あ
る

い
は
宗
教
的
な
側
面
こ
そ
あ
れ
、
法
的
な
側
面
は
そ
れ
程
な
い
と
考

え
ら
れ
て
き
た
。
憲
法
院
は
、
不
法
に
フ
ラ
ン
ス
に
入
国
し
よ
う
と

す
る
外
国
人
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
、
こ
の
よ
う
な
従
来
の
解
釈

と
は
逆
の
選
択
を
し
た
〔
と
い
う
点
で
、
法
解
釈
上
の
独
自
性
が
大

き
い
〕
の
で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
現
在
、
多
く
の
場
合
ア
フ

リ
カ
ま
た
は
中
東
か
ら
来
る
非
正
規
移
民
に
つ
い
て
、
大
き
な
問
題

が
生
じ
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
領
土
へ
の
こ
れ
ら
の

非
正
規
移
民
の
不
法
入
国
を
援
助
し
た
罪
、
あ
る
い
は
そ
の
国
内
移

動
を
援
助
し
た
罪
に
よ
り
、
多
く
の
人
が
刑
事
訴
追
を
受
け
て
い
る
。

こ
の
う
ち
後
者
の
罪
に
つ
い
て
、
憲
法
院
は
、
友
愛
主
義
の
要
請
す

る
と
こ
ろ
に
従
い
、
立
法
者
は
人
道
的
理
由
に
よ
る
援
助
に
関
す
る

免
責
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
第
二
に
、

同
じ
流
れ
に
あ
る
判
決
と
し
て
、
も
う
一
つ
近
時
の
判
決
に
言
及
し

よ
う
。
二
〇
一
九
年
一
〇
月
一
一
日
Ｑ
Ｐ
Ｃ
判
決
第
二
〇
一
九
―

八

〇
九
号
に
お
い
て
、
憲
法
院
は
、
一
九
四
六
年
憲
法
前
文
に
鑑
み
、

高
等
教
育
を
含
む
公
教
育
は
無
償
で
あ
る
べ
き
で
あ
り
、
大
学
は
学

生
に
対
し
「
控
え
め
な
」
大
学
登
録
料
の
み
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
し
た
。
周
知
の
と
お
り
、
こ
の
判
決
の
背
景
に
は
、
二
〇
一

八
年
一
一
月
に
政
府
が
外
国
人
学
生
の
大
学
登
録
料
の
著
し
い
増
額

を
公
言
し
た
こ
と
が
あ
る
。
高
等
教
育
が
原
則
的
に
無
償
で
あ
る
べ

き
こ
と
を
憲
法
院
が
述
べ
た
の
は
、
こ
れ
が
初
め
て
で
あ
っ
た
か
ら
、

本
判
決
に
も
法
解
釈
上
の
独
自
性
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
以
降
、

フ
ラ
ン
ス
の
大
学
は
、
合
理
的
な
（
し
か
し
「
控
え
め
」
で
は
な

い
）
程
度
に
登
録
料
を
増
額
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
の
で
あ
り
、
本
判
決
の
影
響
力
は
恐
ろ
し
い
ほ
ど
大
き
い
。
憲
法

改
正
が
行
わ
れ
る
場
合
を
留
保
し
て
、
大
学
は
地
方
公
共
団
体
に
よ

る
補
助
金
を
得
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
わ
ば
物
乞
い
に
よ
っ
て
生
き

延
び
る
こ
と
を
命
じ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
同
様
の
流
れ
に
あ

る
判
決
と
し
て
、
よ
り
時
代
を
遡
り
、
改
め
て
一
九
七
五
年
一
月
一
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五
日
の
第
一
次
人
工
妊
娠
中
絶
判
決
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
人

工
妊
娠
中
絶
を
非
刑
罰
化
す
る
い
わ
ゆ
る
ヴ
ェ
イ
ユ
法
の
成
立
後
の

重
々
し
い
政
治
的
背
景
が
あ
る
中
、
憲
法
院
は
、
同
判
決
に
お
い
て
、

一
方
で
同
法
を
無
効
と
し
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
ジ
ャ
ッ
ク
・
シ
ラ
ク

政
権
に
同
調
す
る
と
と
も
に
、
他
方
で
法
律
の
条
約
適
合
性
審
査
を

行
う
こ
と
を
否
定
し
た
の
で
あ
る
が
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同
判
決

の
社
会
的
・
精
神
的
な
影
響
は
非
常
に
大
き
か
っ
た
。

　

最
後
に
、
憲
法
院
が
政
治
的
に
論
争
に
な
っ
て
い
な
い
事
項
に
介

入
す
る
判
決
で
あ
っ
て
、
法
解
釈
上
の
独
自
性
が
あ
る
と
も
言
え
な

い
判
決
が
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
判
決
で
あ
っ
て
も
、
そ
の

内
容
が
政
府
に
対
抗
す
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
た
め
に
、
非
常
に
大

き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
有
す
る
場
合
が
あ
る
。
と
り
わ
け
、
憲
法
院
が

租
税
関
連
法
律
の
規
定
を
無
効
に
す
る
場
合
が
こ
れ
に
当
た
る
。
近

年
で
は
、
二
〇
〇
九
年
一
二
月
二
九
日
Ｄ
Ｃ
判
決
第
二
〇
〇
九
―

五

九
九
号
に
よ
っ
て
、
憲
法
院
が
「
炭
素
税
」
を
廃
止
し
た
こ
と
が
想

起
さ
れ
る
（
判
決
理
由
第
七
七
項
以
降
）。
憲
法
院
は
、
二
〇
〇
五

年
の
環
境
憲
章
お
よ
び
一
七
八
九
年
人
権
宣
言
の
規
定
に
従
っ
て
次

の
よ
う
に
判
断
し
た
。
す
な
わ
ち
、
当
該
税
が
一
部
の
負
担
者
に
の

み
課
さ
れ
て
お
り
、
も
は
や
〔
一
七
八
九
年
人
権
宣
言
第
一
三
条
の

定
め
る
〕
公
的
負
担
の
平
等
が
確
保
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
た

め
、
か
よ
う
な
課
税
免
除
は
法
律
規
定
そ
の
も
の
を
無
に
帰
し
て
い

る
、
と
。
同
じ
く
、
法
的
に
は
無
味
乾
燥
で
あ
る
が
、
そ
の
影
響
が

極
め
て
重
要
な
判
決
が
、
二
〇
一
七
年
一
〇
月
六
日
Ｑ
Ｐ
Ｃ
判
決
第

二
〇
一
七
―

六
六
〇
号
で
あ
る
。
本
判
決
で
憲
法
院
は
、〔
親
会
社
等

か
ら
〕
売
上
げ
を
配
分
さ
れ
た
企
業
の
税
負
担
を
増
や
す
目
的
で
お

か
れ
た
租
税
法
上
の
措
置
を
違
憲
と
判
断
し
た
。
と
い
う
の
も
、
同

じ
状
況
に
あ
る
全
て
の
企
業
が
当
該
租
税
を
負
担
し
た
わ
け
で
は
な

か
っ
た
の
で
、
企
業
に
と
っ
て
は
、
平
等
原
則
と
一
七
八
九
年
人
権

宣
言
第
六
条
〔
の
法
律
規
定
の
公
平
性
〕
お
よ
び
第
一
三
条
が
侵
害

さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
憲
法
院
は
、
非
常
に
月
並
み

な
判
例
法
理
を
適
用
し
て
違
憲
を
言
い
渡
し
た
が
、（
す
で
に
成
立

か
ら
二
年
が
経
過
し
て
い
た
規
定
に
つ
い
て
は
）
政
治
的
に
緊
張
し

た
背
景
は
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
政
府
は
違
憲
判
決
に
よ
っ

て
数
百
万
ユ
ー
ロ
の
還
付
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
た
め
、

憲
法
院
に
出
し
抜
か
れ
た
形
に
な
っ
た
と
い
え
る
。

4　

ま
と
め
に
か
え
て

　

訴
訟
上
の
技
術
を
用
い
て
憲
法
院
が
明
ら
か
に
し
た
慎
重
さ
、
な

い
し
大
胆
さ
を
強
調
し
て
本
稿
を
終
え
た
い
。
慎
重
さ
に
つ
い
て
は
、

無
権
限
ま
た
は
不
受
理
の
判
断
が
、
憲
法
院
の
抑
制
や
中
立
性
を
示

す
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
大
胆
さ
に
つ
い
て
は
、
解
釈
留
保
や
Ｑ
Ｐ

Ｃ
判
決
に
お
け
る
即
時
効
の
判
断
を
も
っ
て
描
写
さ
れ
た
り
、
象
徴
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さ
れ
た
り
す
る
。
こ
こ
で
は
解
釈
留
保
に
つ
い
て
詳
述
し
な
い
が＊

＊

、

こ
れ
は
憲
法
院
が
非
明
示
的
に
、
且
つ
立
法
を
無
効
と
す
る
こ
と
な

し
に
、
法
的
変
革
を
も
た
ら
す
手
段
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
あ
る
法

律
規
定
が
合
憲
で
あ
る
た
め
に
は
、
い
か
な
る
意
味
で
解
釈
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
か
を
、
憲
法
院
が
示
す
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な

場
合
で
も
、〔
実
定
〕
法
秩
序
に
お
い
て
は
、
当
該
規
定
そ
の
も
の

は
無
傷
で
あ
っ
て
、
単
に
そ
れ
に
与
え
ら
れ
る
意
味
が
憲
法
院
の
介

入
に
よ
っ
て
変
更
さ
れ
る
の
で
あ
る
（
二
〇
〇
九
年
一
〇
月
四
日
Ｑ

Ｐ
Ｃ
判
決
第
二
〇
一
九
―

八
〇
六
号
・
判
決
理
由
第
一
一
項
を
参
照
）。

　

よ
り
緻
密
な
技
術
は
、
事
後
的
憲
法
適
合
性
審
査
の
枠
組
に
お
け

る
、
法
律
規
定
の
即
時
無
効
の
判
断
で
あ
る
。
憲
法
第
六
二
条
に
よ

れ
ば
、
事
後
審
査
に
お
け
る
違
憲
判
決
は
、
常
に
、
争
点
に
な
っ
た

法
律
規
定
の
無
効
を
導
く
。
そ
の
場
合
、
当
該
規
定
は
〔
実
定
〕
法

秩
序
か
ら
消
え
る
。
憲
法
制
定
者
は
、
憲
法
院
が
判
決
の
効
力
の
発

生
時
を
調
整
す
る
こ
と
の
み
を
可
能
に
し
て
お
り
、
違
憲
の
規
定
は
、

即
時
的
に
せ
よ
将
来
的
に
せ
よ
、
無
効
に
な
る
。
将
来
効
の
ほ
う
が

国
会
に
敬
譲
し
て
い
る
と
い
え
る
が
、
そ
れ
は
、
国
会
が
別
の
法
律

を
制
定
し
、
憲
法
院
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
違
憲
性
を
治
癒
す

る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
二
〇
一
九
年
九
月

六
日
Ｑ
Ｐ
Ｃ
判
決
第
七
九
九
／
七
八
〇
号
で
特
に
明
白
に
な
っ
た
。

憲
法
院
は
、
法
律
規
定
の
無
効
が
二
〇
一
〇
年
七
月
一
日
に
生
じ
る

こ
と
と
し
た
上
で
、
慎
重
に
も
、「
憲
法
院
は
、
本
判
決
で
認
め
ら

れ
た
違
憲
性
を
治
癒
す
る
た
め
に
、
い
か
な
る
改
正
を
行
う
べ
き
か

を
指
し
示
す
」
権
限
を
も
た
な
い
と
述
べ
た
の
で
あ
る
（
判
決
理
由

第
一
一
項
）。
た
だ
し
、
憲
法
院
が
常
に
こ
の
よ
う
な
自
制
を
示
す

わ
け
で
は
な
く
、
過
渡
的
留
保
と
呼
ば
れ
る
将
来
効
を
付
し
て
、
法

律
規
定
を
無
効
と
す
る
こ
と
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
判
決
で
指
定
さ

れ
た
期
限
内
に
立
法
府
が
法
律
を
改
正
す
る
ま
で
の
間
の
対
応
に
つ

い
て
、
憲
法
院
が
憲
法
上
の
他
の
機
関
に
対
し
処
方
箋
を
手
渡
し
、

も
っ
て
立
法
者
へ
の
提
案
を
行
う
こ
と
が
あ
る
（
例
え
ば
、
二
〇
一

五
年
一
〇
月
二
一
日
Ｑ
Ｐ
Ｃ
判
決
第
二
〇
一
六
―

五
九
〇
号
・
判
決

理
由
第
一
二
項
お
よ
び
二
〇
一
八
年
二
月
八
日
Ｑ
Ｐ
Ｃ
判
決
第
二
〇

一
七
―

六
八
八
号
・
判
決
理
由
第
一
三
項
を
参
照
）。
近
時
の
例
を
挙

げ
る
と
す
れ
ば
、
あ
る
法
律
の
規
定
に
よ
れ
ば
、
刑
事
施
設
収
容
者

は
家
族
と
の
接
見
を
禁
じ
ら
れ
て
い
た
が
、
憲
法
院
は
当
該
法
律
規

定
の
違
憲
を
言
い
渡
し
、
同
規
定
は
数
カ
月
後
に
無
効
と
判
示
し
た
。

一
方
、
憲
法
院
は
、
判
決
に
過
渡
的
留
保
を
付
し
、
公
示
日
以
降
、

収
容
者
は
、
刑
事
訴
訟
法
第
一
五
四
―

四
条
を
モ
デ
ル
に
、
予
審
法

廷
の
裁
判
長
に
対
し
接
見
等
の
制
限
に
つ
い
て
異
議
申
立
て
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
と
し
た
（
二
〇
一
九
年
二
月
八
日
Ｑ
Ｐ
Ｃ
判
決
第
二

〇
一
八
―

七
六
三
号
・
判
決
理
由
第
一
一
項
）。
こ
の
よ
う
に
、
無
効

の
即
時
効
と
将
来
効
の
違
い
は
最
小
化
し
て
い
る
と
い
え
る
。
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定
義
上
、
違
憲
判
決
の
即
時
効
の
場
合
に
は
、
立
法
者
は
違
憲
と

宣
言
さ
れ
た
法
律
規
定
を
改
正
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
よ
り
厳
密

に
は
、
立
法
者
は
、
違
憲
判
決
〔
に
よ
る
法
律
の
無
効
〕
の
効
力
が

生
じ
る
前
に
違
憲
の
法
律
規
定
を
改
正
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
す

な
わ
ち
、「
違
憲
判
決
の
効
果
の
発
生
を
延
期
す
る
理
由
が
な
い
」

場
合
に
は
、
原
告
の
利
益
が
上
回
る
の
で
あ
る
（
二
〇
一
九
年
五
月

一
〇
日
Ｑ
Ｐ
Ｃ
判
決
第
二
〇
一
九
―

七
八
一
号
・
判
決
理
由
第
八
項
）。

こ
の
よ
う
な
場
合
、
憲
法
院
は
、
国
会
の
介
入
な
し
に
〔
実
定
〕
法

秩
序
か
ら
法
律
規
定
を
取
り
除
く
の
で
あ
る
か
ら
、
明
ら
か
に
共
同

立
法
者
で
あ
る
と
い
え
る
。
し
か
し
、
こ
れ
以
上
に
難
儀
な
場
合
が

あ
る
。
憲
法
院
が
違
憲
の
法
律
規
定
を
無
効
に
す
る
に
留
ま
ら
ず
、

法
文
案
を
示
し
て
国
会
を
補
完
す
る
場
合
で
あ
る
。
二
〇
一
〇
年
七

月
二
日
Ｑ
Ｐ
Ｃ
判
決
第
二
〇
一
〇
―

一
〇
号
で
は
、
憲
法
院
が
、
初

め
て
か
よ
う
な
判
断
を
行
っ
た
。
本
件
で
は
、
海
事
取
引
を
規
律
す

る
海
商
裁
判
所
の
構
成
に
政
府
の
指
揮
命
令
権
に
服
す
る
公
務
員
が

含
ま
れ
る
点
が
問
題
と
な
っ
た
が
、
憲
法
院
は
、
そ
れ
が
裁
判
機
関

の
独
立
を
侵
す
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
当
該
法
律
規
定
を
違
憲
無
効

と
判
断
し
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
憲
法
院
は
海
商
裁
判
所
の
構
成

の
う
ち
そ
れ
ら
の
公
務
員
に
つ
い
て
の
み
違
憲
と
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
い
わ
ば
切
断
手
術
を
施
す
こ
と
は
せ
ず
、
当
該
裁
判
所
が
「
普

通
法
上
の
刑
事
裁
判
所
と
同
様
に
」、
つ
ま
り
軽
罪
裁
判
所
と
同
様

に
開
か
れ
る
べ
き
こ
と
を
命
じ
た
（
判
決
理
由
第
五
項
）。
極
め
て

印
象
的
な
こ
と
は
、
憲
法
院
は
、
単
に
ケ
ル
ゼ
ン
が
言
う
と
こ
ろ
の

「
消
極
的
な
意
味
で
の
（sous un signe négatif

）」
共
同
立
法
者

で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
法
律
を
積
極
的
に
書
き
直
し
て
も
い
る
こ
と

で
あ
る
。
憲
法
院
が
で
き
る
唯
一
の
弁
解
は
、
お
そ
ら
く
、
憲
法
院

の
違
憲
判
決
が
出
さ
れ
た
後
で
も
、
国
会
は
、
い
つ
で
も
、
適
法
に

法
律
を
制
定
し
た
り
、
改
正
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ

と
で
あ
ろ
う
。

（
1
）　M

A
T

H
IEU

, B. et alii. Les grandes délibérations du 
Conseil constitutionnel. 1958

―1986, 2e éd., D
alloz, 2014, 

séance du 7‌ avril 1960, p. 61‌

―62‌ ; séance du 23‌ avril 1961, 
p. 82‌ et 86.

（
2
）　Idem

, p. 193.

〔
本
発
言
は
、
ド
・
ゴ
ー
ル
の
大
統
領
職
か
ら

の
辞
職
、
お
よ
び
そ
れ
に
呼
応
し
た
政
府
の
申
立
て
を
受
け
、
憲

法
第
七
条
第
五
項
に
基
づ
き
、
一
九
六
九
年
四
月
二
八
日
に
、
憲

法
院
が
大
統
領
の
執
務
不
能
の
宣
言
の
内
容
に
つ
い
て
検
討
し
た

後
に
、
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。〕

（
3
）　LO

I n° 2013

―404 du 17‌ m
ai 2013 ouvrant le m

ariage 
aux couples de personnes de m

êm
e sexe, JO

R
F, n°0114 

du 18‌ m
ai 2013 p. 8253, texte n° 3.

（
4
）　LO

I n
° 2019

―486 du 22‌ m
ai 2019 relative à la 
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croissance et la transform
ation des entreprise, JO

R
F n

°

0119 du 23‌ m
ai 2019, texte n° 2.

〔
訳
者
注
〕

＊
1　

憲
法
第
一
三
条
第
五
項
は
、
同
条
第
三
項
に
明
示
さ
れ
た
官
職

以
外
の
も
の
で
あ
っ
て
、「
権
利
及
び
自
由
の
保
障
又
は
国
民
の
経

済
的
及
び
社
会
的
生
活
に
及
ぼ
す
重
要
性
か
ら
、
大
統
領
の
任
命

権
が
各
議
院
の
権
限
あ
る
常
任
委
員
会
の
意
見
の
公
開
後
に
行
わ

れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
組
織
法
律
で
定
め
る
。
大
統
領
は
、
各

議
院
の
常
任
員
会
の
否
定
票
の
合
計
が
両
院
の
常
任
委
員
会
に
お

け
る
有
効
投
票
の
五
分
の
三
以
上
で
あ
る
と
き
に
は
、
任
命
を
行

う
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
規
定
す
る
。
な
お
、
二
〇
一
〇
年
七
月

二
三
日
組
織
法
律
（Loi organique

）
第
二
〇
一
〇
―

八
三
八
号
第

三
条
は
、
法
務
委
員
会
が
憲
法
院
構
成
員
の
任
命
審
査
お
よ
び
意

見
の
公
開
を
行
う
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
。

＊
2　

憲
法
院
構
成
員
の
任
命
に
つ
い
て
、
参
照
、
井
上
武
史
「
フ
ラ

ン
ス
憲
法
院
」
曽
我
部
真
裕
＝
田
近
肇
〔
編
著
〕『
憲
法
裁
判
所
の

比
較
研
究
』（
信
山
社
、
二
〇
一
六
年
）。

＊
3　

憲
法
院
法
務
部
お
よ
び
事
務
総
長
の
役
割
に
つ
い
て
、
参
照
、

山
元
一
「
3　

フ
ラ
ン
ス
憲
法
院
に
お
け
る
補
佐
機
構
」
北
大
法

学
論
集
第
六
六
巻
二
号
（
二
〇
一
五
年
）
二
三
七
―
二
五
一
頁
。

岡
田
信
弘
＝
コ
リ
ー
ヌ
・
リ
ュ
キ
ア
ン
ス
＝
ヴ
ィ
ル
ジ
ニ
ー
・
レ

ス
テ
ィ
ノ
、
河
嶋
春
菜
〔
訳
〕「
フ
ラ
ン
ス
憲
法
院
の
『
原
像
』
と

『
現
像
』
―
―
憲
法
院
関
係
者
の
証
言
」
北
海
学
園
大
学
法
学
研
究

第
五
四
巻
四
号
（
二
〇
一
九
年
）
一
二
六
―
一
九
六
頁
。

＊
4　

ウ
ル
ケ
ビ
は
、『
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
司
法
権
』
と
題
す
る 

体
系
書
の
著
者
で
あ
る
（H

O
U

RQ
U

EBIE. F, Le pouvoir 
juridictionnel en France, LGD

J, 2010

）。

＊
5　

当
該
地
方
分
権
改
革
に
つ
い
て
、
参
照
、
大
津
浩
「『
地
方
分

権
化
さ
れ
た
共
和
国
』
の
た
め
の
フ
ラ
ン
ス
憲
法
改
正
」
法
律
時

報
九
三
二
号
（
二
〇
〇
三
年
）
九
九
―
一
〇
九
頁
。

＊
6　

本
判
決
に
つ
き
、
参
照
、
奥
忠
憲
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
友
愛

原
理
に
基
づ
く
連
帯
罪
違
憲
判
決
と
そ
の
意
義
―
―
不
法
滞
在
幇

助
罪
の
免
責
、
社
会
権
へ
の
影
響
、
法
院
弁
護
士
の
役
割
」
近
畿

大
学
法
学
第
六
七
巻
一
号
二
号
合
併
号
（
二
〇
一
九
年
）
三
三
―

六
九
頁
。

＊
7　

解
釈
留
保
お
よ
び
判
決
の
効
力
の
発
生
時
に
つ
い
て
、
参
照
、

奥
村
公
輔
「
第
五
章　

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
憲
法
適
合
的
解
釈

―
―
憲
法
院
に
よ
る
解
釈
留
保
付
き
合
憲
判
決
と
国
家
機
関
に
よ

る
そ
の
尊
重
」
土
井
真
一
〔
編
著
〕『
憲
法
適
合
的
解
釈
の
比
較
研

究
』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
八
年
）
一
四
九
―
一
七
八
頁
。


